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日本国内の地震被害軽減に向けた活動について 

－岩手・宮城内陸地震及び岩手県沿岸北部地震における建築物 

被害調査の報告－ 

（専門紙記者懇談会資料）

 
 
平成 20 年 11 月 14 日に国土交通省で開催しました、「建築研究所 専門紙記者

懇談会」の配布資料をご案内します。 
 
 
 
 

（内容の問合せ先） 
独立行政法人 建築研究所 
所属 総務部総務課 
氏名 大高 茂則 
電話 029-879-0605（直通）

E-mail 
ootaka@kenken.go.jp 



岩手・宮城内陸地震及び岩手県沿岸北部地震

 

における建築物被害調査の報告

• 建築研究所では、今後の建築物に関する地震対策のため、「岩手・宮

 

城内陸地震（H20.6.14発生）」及び「岩手県沿岸北部地震

 

（H20.7.24)」の建築物被害調査を行いました。

• 調査報告は、次のとおり、建築研究所のホームページで公開しており

 

ますので、よろしくご活用ください。

• 平成20年（2008年）岩手・宮城内陸地震の建築物被害調査報告

• 岩手県沿岸北部地震の建築物被害調査報告

岩手・宮城

 

内陸地震

岩手県沿岸

 

北部地震

構造研究グループ長

 

飯場

Tel 029-864-6633    
Email  iiba-m@kenken.go.jp



調査の主な成果

• 建築研究所では、全国74地点に202台の強震計を設置（20年11月現在）し、

 

地震動の特性と地震時の建築物の挙動を観測しています。

• 今回の地震により、免震建築物の強震観測データを取得でき、免震構造の効

 

果が明らかになりました。

観測日・・・・・平成20年6月14日（岩手・宮城内陸地震）

観測場所・・・岩手県内の病院

 

（平成18年建設）

（南棟：鉄骨造地上5階地下1階、北棟：ＲＣ造地上3階地下1階）

免震装置・・・天然ゴム系積層ゴム支承材

 

142基ほか

写真１

 

観測した免震建築物の外観 写真２

 

免震装置（地階に設置）

位置 最大加速度（絶対値）［ｇａｌ］ 計測震度

X Y

５階 88.7 73.3 5.0

免震上部 79.2 52.6 4.5

免震基礎 191.4 155.7 4.8

免震装置により、免震装

 

置上部の水平方向（Ｘ方

 

向、Ｙ方向）の最大加速度

 

は、基礎部分の1/3～1/2 
まで減じていることがわか

 

ります。

図１

南棟Ｘ方向

加速度の波形
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免震建築物の観測事例

5階

免震上部

免震基礎

表１

 

南棟の最大加速度の状況
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